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椎茸普及指導情報 第４６号

１ 第９回東部地区乾しいたけ品評会の開催

（１）審査

当地区の県・全国乾椎茸品評会での上位入賞を目指し、今年も開催致します。

平成２７年４月２０日（月） １３：００～１７：００ 会場：国東市役所安岐総合支所 ２階会議室

（２）表彰式・講演会

平成２７年４月２２日（水） ９：３０～１２：００
会場：国東市役所安岐総合支所 ２階会議室 （国東市安岐町中園）

（３）出品基準

【表彰式】 … ９：３０～１０：４０

【講演会】 … １０：５０～１２：００
講師：おおいた観光特使 矢野 大和 氏
演題：未定（生産者の方々が元気になれるお話をお願いしています。）

①平成２７年春子乾しいたけとする。 ②量目は、一品８００ｇとする。
③銘柄…どんこ、こうこ、こうしん

皆さんの多数の出品、ご参加をお待ちしています！

品評会会場（国東市安岐総合支所）

矢野 大和 氏

大分県宇目町の鷹鳥屋神社の宮司。
宇目町役場に就職後、外で営業を中心
とする観光大使となって口演活動を行い
平成19年、50歳で佐伯市役所を退職。
現おおいた観光特使に至るまで12年
間で全国5,000カ所にて口演を行ってい
る。

－メモ－



２ 気象情報
下記のグラフは、杵築市の旬別最低気温、最高気温及び降水量を示したものです。
黒が平年値、緑が昨年値、赤が今年の値です。
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【杵築 アメダス 標高5m】
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◆長期予報について

今年の秋子は、植菌した年の活着時期に降雨が少なく気温が高かったことなどによるほだ化不良や、
起こし木の水抜けが悪かったことなどにより不作傾向にありました。
気象庁が発表している季節予報は下記のとおりとなっていますが、週間天気予報をチェックするなど気
候の変化に十分留意しながら、計画的に作業をすすめていきましょう。
また、ビニール被覆や袋掛けをしているかたは、２月に入ると最高気温が15度を超える日が出てきます
ので被覆を外して温度が上がりすぎないようにしましょう。

※特に注意を要する事項
期間の前半は、気候の変動が大きいでしょう。

福岡管区気象台が発表した１ヶ月予報及び３ヶ月予報は下記のとおりです。



３ 国東地区ほだ場優良事例について

●クヌギ林 ほだ場（国見町）
明るいクヌギ林ほだ場で、袋かけ・ビニールかけ
を実施している。
ビニールかけを実施することにより、発生時期が
早まり、発生量も多くなる。
ほだ場が明るいため、日中のビニール内温度が
１～３℃高くなっている。保湿対策や雨子対策にも
効果大。

袋かけ実施

ビニール被覆あり（１月７日） ビニール被覆なし（１月７日）

●広葉樹 ほだ場（国東町）
明るい広葉樹のほだ場で、袋かけを実施してい
る。
袋かけにより、収穫する時期が２週間程度早ま
り、収穫の分散が図られる。
収穫する３日前に袋をはずし、乾燥させる。
散水は、ほだ場に隣接するため池の水を利用。
平坦で作業性も良好。
標高が低く、明るいほだ場であるため、国東市
内では、冬期の発生が始まるのが最も早いほだ
場の一つ。

袋かけ あり 袋かけ なし



４ 品柄毎の単価推移について
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※データはすべて並品です。

H24春子：降雨量が多くバレが多い H24秋子：豊作

上記のグラフは年ごとの椎茸農協の平均価格の推移を表しています。
並品の価格を示しているので、バレ葉等並品以下の傾向はこのグラフからはわかりません。
平成２４年末あたりから価格が落ち始め、平成２３年頃の傾向と比較すると品柄毎の単価差が縮まって
いましたが、昨年末頃から単価が少しずつですが回復傾向にあります。また、冬菇、香菇と香信で単価差
が出てきているようです。
できるだけ良い品物を採取できるようにこころがけましょう。また、選別の悪い物は悪い品物に価格が
引っ張られますので、選別をきちんと行い単価アップを目指しましょう。

H25春子：気温上がり、降雨量が少ない→発生量少ない ４月以降の降雨でバレが多い
H25秋子：不作傾向
平均価格が下がり始める

H26春子：積雪の影響と高温多雨によりバレが多い
H26秋子：不作傾向

H23春子：少雨により小型の冬菇、香信が多い
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